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五
月
三
十
日
（
土
）、
長
野
市
の
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
会
館
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
宮
澤
会
長
は
、「
子
ど
も
会
活
動
は
、

市
町
村
の
ご
理
解
の
基
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
住

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
会

活
動
に
対
す
る
安
全
教
育
・
指
導
者
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ガ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
安
全
共
済
制
度
の
ご

負
担
増
を
お
願
い
し
、
あ
わ
せ
て
当
団
体
名
を

変
更
し
、
社
会
的
責
任
を
よ
り
重
く
負
う
団
体

と
し
て
法
人
格
の
取
得
を
目
指
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表

彰
が
行
わ
れ
、
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
指
導
者
八
名
、
育
成
者
六
名
と
一
団
体

に
会
長
か
ら
表
彰
状
が
交
付
さ
れ
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
伊
那
市
の
丸
山
毅
一
様
か
ら
謝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
来
賓
の
十
名
を
代
表
し
、
県
議
会
副
議
長

・
小
島
康
晴
様
、
長
野
県
県
民
文
化
部
次
世
代

サ
ポ
ー
ト
課
長
・
青
木
隆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
事
業
計
画
・
予
算
案
の

他
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
県
子
連
の
法
人
格

取
得
、
安
全
共
済
会
加
入
時
費
用
の
値
上
げ
案

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
が
各

地
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
通
常
総
会
開
催

２７
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⑵　
　

本
日
こ
こ
に
、
平
成　

年
度
長
野
県
子
ど
も

27

会
育
成
連
絡
協
議
会
通
常
総
会
が
、
多
く
の
皆

様
の
ご
参
集
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、“
ひ
き
こ
も
り
”
や
“
ニ
ー
ト
”
な

ど
社
会
的
自
立
が
困
難
な
子
ど
も
・
若
者
の
増

加
が
嘆
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
自
己
効
力
感
」
や

「
自
己
肯
定
感
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
が
低
い
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
県
と
し
て

は
、「
通
学
合
宿
」
と
い
う
取
り
組
み
の
普
及

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
通
学
合
宿
は
、
異
年
齢

の
子
ど
も
た
ち
が
公
民
館
等
の
宿
泊
可
能
な
施

設
に
宿
泊
し
な
が
ら
学
校
へ
通
う
取
り
組
み
で

す
。
日
頃
、
親
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
家
事

を
友
達
と
分
担
し
な
が
ら
や
り
切
る
こ
と
で
、

基
本
的
生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、
自

己
肯
定
感
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
地
域
の
中
核
と
な
っ
て
通
学
合

宿
を
実
施
す
る
「
通
学
合
宿
リ
ー
ダ
ー
」
を
養

成
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

お
お
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
、
同
様
な
セ
ミ
ナ
ー
を
年
度
内
に
開
催
す
る

予
定
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
県
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

の
推
進
母
体
で
あ
り
ま
す
。
長
野
県
青
少
年
県

民
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、

長
野
県
の
青
少
年
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
に
格
段
の
ご
尽
力
を
賜
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
で
は
、「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う
」「
子
供
の

手
に
よ
る
子
ど
も
会
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
体
験
し
、
考
え
る
力
や
豊

か
な
人
間
性
を
培
い
、
生
き
る
力
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
し
た
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
本
県
の
次
世
代
を
担
う
青

少
年
の
育
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
こ
ろ
で
の

あ
り
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
、
皆

様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
県
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。

 
通
常
総
会
祝
辞
要
旨 

長
野
県
県
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文
化
部
次
世
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サ
ポ
ー
ト
課
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青　

木　
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平
成　

年
度　

２７

県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
長
表
彰

☆
個
人
指
導
者

　
　
　

上
田
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岡
谷
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俊
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間　

宮　

洋　

子

　
　
　

諏
訪
市　
　

長　

田　

俊　

雄

　
   　

安
曇
野
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黒　

岩　

大　

観

　
　
　

中
野
市　
　

江　

口　
　
　

明

　
　
　
　

〃　
　
　

嶋　

田　

一　

成

☆
個
人
育
成
者

　
　
　

上
田
市　
　

皆　

瀬　

十
三
夫

　
　
　

茅
野
市　
　

宮　

澤　

成　

行

　
　
　
　

〃　
　
　

山　

田　

周　

平

　
　
　

伊
那
市　
　

丸　

山　

毅　

一

　
　
　

塩
尻
市　
　

中　

原　

文　

彦

　
　
　

松
本
市　
　

山　

口　
　
　

茂

☆
団　

体

　
　
　

上
田
市　
　

岡
の
里
山
を
守
る
会

受賞おめでとうございま受賞おめでとうございますす
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年
度
開
催
地
域
は
、
中
信
地
域
が

27
当
番
地
域
と
な
り
、
安
曇
野
市
堀
金
公

民
館
講
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
浩
二
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

午
前
は
「
子
ど
も
会
活
動
と
安
全
の
講

義
、
午
後
は
「
K
Y
T
の
進
め
方
、
指

導
の
仕
方
」
の
演
習
が
あ
り
、
最
後
に

ま
と
め
と
し
て
「
子
ど
も
た
ち
と
す
す

め
る
K
Y
T
」
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
地
元
の
協
力
に
よ
り
、
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
、
熱
気
に
溢
れ
る
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。
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　⑶

会　

長　

宮
澤　

淳
治　
（
千　

曲　

市
）

副
会
長　

宮
林　

孝
子　
（
松　

本　

市
）

　
　
　
　

櫻
井　
　

眞　
（
佐
久
穂　

町
）

　
　
　
　

小
出　
　

勇　
（
駒
ヶ
根　

市
）

監　

事　

龍
野　

賢
一　
（
長　

和　

町
）

　
　
　
　

田
村　

守
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（
山　

形　

村
）

理　

事　

菊
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山
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内　

守
道　
（
上　

田　

市
）

　
　
　
　

宮
入　

重
人　
（
岡　

谷　

市
）

     　
 　

伊
藤　
　

武　
（
諏　

訪　

市
）

　
　
　
　

倉
澤　

邦
弘 
（
伊　

那　

市
）

理　

事　

二
村　

章
博　
（
高　

森　

町
）

　
　
　
　

久
保
寺
明
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）

   　
　
　

木
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福
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木　

祖　
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吉
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安
曇
野　

市
）

　
   　
　

中
島
登
美
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（
大　
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市
）

　
　
　
　

松
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義
和　
（
小　

谷　

村
）

　
　
　
　

横
山　

裕
行　
（
飯　

綱　

町
）

　
　
　
　

山
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弘
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（
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町
）

　
　
　
　

関
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公
典　
（
飯　

山　

市
）

　
   　
　

岩
下　
　

徹　
（
山
ノ
内　

町
）

幹　

事　

町
田　
　

肇　
（
長　

野　

市
）

　
　
　
　

中
村
も
と
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（
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野　

市
）

　
　
　
　

大
作　

公
明　
（
茅　

野　

市
）

　

平
成　

年
度

２７

長
野
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
役
員

　

平
成　

年
度
通
常
総
会
に
引
き
続
い
て
開
催

27

さ
れ
、
今
年
も
前
半
に
活
動
発
表
、
後
半
に
講

演
会
と
い
う
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
は
、
県
子
連

の
使
命
と
も
い
う
べ
き
で
あ
り
、
活
動
の
根
幹

の
一
つ
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
原

点
に
立
ち
返
り
、
花
岡
県
子
連
専
門
委
員
長
か

ら
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を
振
り
返
り
な
が

26

ら
の
発
表
で
あ
り
、
今
後
の
同
事
業
の
進
み
ゆ

く
方
向
性
、
子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
等
大
変

貴
重
な
内
容
で
あ
り
、
視
聴
者
一
同
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
心
得
と
役
割

①　
 
経
験
や
知
識
も
大
事
だ
が
、
一
番
は
人

間
性
だ
。
顔
を
見
て
、
元
気
に
挨
拶
、
い

い
人
だ
な
と
い
う
印
象
を
与
え
ら
れ
れ
ば

人
は
動
く
。

②　

参
加
者
が
い
き
い
き
と
活
動
し
、
そ
の

活
動
の
支
え
に
な
る
こ
と
が
大
事
。

③　

誰
が
な
に
を
し
て
い
る
か
、
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
を
理
解
す
る
。
特
に
チ
ー
フ

は
全
体
を
つ
か
ん
で
い
る
こ
と
で
う
ま
く

い
く
。

④　

自
分
が
楽
し
む
の
で
は
な
く
、
参
加
者

が
楽
し
い
、
勉
強
に
な
っ
た
と
感
じ
た
時
、

共
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

～　

仲
間
を
信
じ
、
協
力
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
ん
で
い
く　

～

　　

後
半
で
は
、
上
田
市
立
北
小
学
校
長
の
小
岩

井
彰
先
生
か
ら
「
今
こ
そ
子
ど
も
に
社
会
力

を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

○
子
ど
も
た
ち
を
将
来
ど
ん
な
大
人
に
し
た
い

の
か
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
今
何
を

す
べ
き
か
。

＊
ど
ん
な
大
人
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

＝
人
間
が
大
好
き
な
自
立
し
た
（
飯
が
食

え
る
）
大
人
に
育
て
る
。

・
人
間
が
大
好
き
な
人
間

・
ど
ん
な
人
と
も
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
る
人
間

・
他
の
人
と
い
い
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
人
間　
　

・
他
の
人
と
協
力
し
な
が
ら
物
事
を
な
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

・
他
の
人
の
身
に
な
り
立
場
に
立
っ
て
物
事

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

・
他
の
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

・
物
事
に
対
し
て
常
に
前
向
き
に
取
り
組
も

う
と
す
る
人
間

・
何
事
に
も
創
意
工
夫
を
怠
ら
ぬ
創
造
的
な

人
間

・
自
分
も
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚

が
あ
る
人
間

・
社
会
の
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
構
え
が
で
き
て
い
る
人
間

・
自
分
の
能
力
を
活
か
し
て
家
庭
や
地
域
や

職
場
で
自
分
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
人
間

・
社
会
の
改
善
や
改
革
に
積
極
的
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
人
間

・
広
い
視
野
か
ら
社
会
の
動
き
や
い
く
末
を

見
通
す
こ
と
が
で
き
る
人
間

・
自
分
の
行
い
が
、
他
の
人
や
社
会
の
動
き

に
ど
う
影
響
す
る
か
考
え
て
行
動
で
き
る

人
間

・
人
類
社
会
が
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
を
常

に
考
え
な
が
ら
行
動
で
き
る
人
間

　

以
上
、
講
演
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

先
生
自
身
の
地
域
に
お
け
る
自
然
体
験
活
動
等

を
お
り
混
ぜ
て
の
講
演
は
、
私
た
ち
子
ど
も
会

活
動
に
携
わ
る
者
に
と
り
、
お
お
い
に
心
揺
さ

ぶ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

第　

回
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る
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衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

⑷　

　

夏
祭
り
が
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
大
勢
笑
顔
で
参
加
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
戦
後　

年
の
節
目
の
年
で
す
。

70

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
る
こ
と
な

く
、
永
遠
に
続
く
平
和
な
世
界
が
広
が
り
ま

す
よ
う
に
…
。　　
　
　
  　
　
　
 
Ｋ
・
Ｎ

○
指
導
者
講
習
会

・
期
日　

8
月　

日
（
土
）

22

・
会
場　

小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

○
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
第
２
回

・
期
日　

9
月
5
～
6
日
（
土
・
日
）

・
会
場　

国
立
信
州
高
遠
青
少
年
自
然
の
家

○
関
ブ
ロ
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
大
会

・
期
日　

9
月　

～　

日
（
日
～
火
）

20

22

・
会
場　

静
岡
県
立
朝
霞
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

○
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会

・
期
日　
　

月　

～　

日
（
土
・
日
）

10

17

18

・
会
場　

群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町

　
　
　
　

ホ
テ
ル
木
暮

○
関
ブ
ロ
地
区
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会

・
期
日  　

月　

～　

日
（
日
・
月
）

10

18

19

・
会
場　

群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町

　
　
　
　

ホ
テ
ル
木
暮

○
関
ブ
ロ
地
区
Ｋ
Ｙ
Ｔ
指
導
者
養
成
講
習
会

　
　
　
　
（ 
中 
級 
）

・
期
日　
　

月　

～　

日
（
土
・
日
）

11

21

22

・
会
場　

群
馬
県
前
橋
市　

　
　
　
　

群
馬
県
青
少
年
会
館

平
成　

年
度
の
事
業
予
定

２７編

集

後

記

子ども会の皆さん
全国子ども会安全共済会に加入しましょう！

３，部位別件数（重なる場合もあり） ４，症状別件数（重なる場合もあり）

部位別 症状別

＊26年度全国子ども会安全共済会事故発生状況（115件）

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
18425022010101Ｈ25年度申請件数
97134245915331263Ｈ26年度申請件数
115559267916331364計

１，月別（事故発生月）

合　計指導者育成者高校生（ＪＬ）
中　学　生小　　学　　生

幼児学年
人数 3年2年1年6年5年4年3年2年1年

68600011713710851男
4780000121064421女
115140001292313141272計

２，学年別

単位子ども会数計育成者高校生中学生小学生幼　児区　　分
2,120151,93738,23783026,66378,3807,827加入者数

＊27年度加入者数状況（平成27年6月30日現在）

35

30

25

20

15

10

5

0

 事故発生月 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H26年度申請件数

H25年度申請件数

 学年別 
中学１年生
２％

幼児
２％ 小学１年生

６％ 小学２年生
１１％

小学３年生
１２％

指導者育成者
１２％

小学６年生
２５％

小学５年生
２０％

小学４年生
１１％

頭部
顔面
頸部
肩部
背部
胸部
腰部
上腕
前腕
手部
大腿
下腿
足部
その他

9
17

3
1
1
1
3

3

9

9

4

2
20

40

打撲
骨折
捻挫
切傷
突指
脱臼
挫傷
擦過
歯損
関節炎
火傷
視力
その他
死亡

16
22
23

14
3

3

2
1

1
4

5
0

0
31


